
 

ｓ
ｈ 

                             

                              

      

                 

      

 

神
戸
電
鉄
粟
生
線
の
木
津
駅
を
下
車
し
、

木
津
川
と
線
路
に
沿
っ
て
東
へ
十
分
ほ
ど

歩
く
と
川
池
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
北
側
に

は
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
礫
岩
質
の

懸
崖
が
東
西
に
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
続
い

て
い
ま
す
。
崖
下
か
ら
見
上
げ
る
と
、
上

部
の
砂
岩
層
に
七
体
の
磨
崖
仏
（
岩
面
に

直
に
彫
っ
た
仏
像
）
の
浮
き
彫
り
が
目
に

留
ま
り
、
そ
の
姿
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。 

中
央
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
像
高
四
二

セ
ン
チ
）
が
位
置
し
、
そ
の
左
右
に
三
体

ず
つ
地
蔵
菩
薩
立
像
（
同
約
二
五
～
二
八

セ
ン
チ
）
が
並
び
ま
す
。
左
端
に
は
「
丁

亥 

石
大
工 

兵
衛 

文
正
二
天
」
の
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
造
立
年
（
一
四
六

七
年
）
と
石
大
工
名
が
確
認
で
き
る
貴
重

な
事
例
で
す
。
平
成
十
年
度
に
は
市
指
定

史
跡
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
場
所
は
旧
摂
津
・
播
磨
の
国
境
に

近
く
、
兵
庫
や
東
播
方
面
へ
の
交
通
路
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
通
行
の
安
全
を
祈
っ

て
彫
像
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

磨
崖
仏
の
上
は
広
場
状
に
な
っ
て
お
り
、

大
峯
山
講
や
伊
勢
講
の
代
参
者
を
出
迎
え

る
風
習
「
サ
カ
ム
カ
エ
」
を
行
う
場
所
で

も
あ
り
ま
し
た
。 

現
在
は
上
面
に
木
が
茂
り
、
広
場
の
名

残
を
わ
ず
か
に
と
ど
め
る
の
み
で
す
が
、

六
地
蔵
は
現
代
の
往
来
、
鉄
道
を
見
守
る

よ
う
に
立
ち
続
け
て
い
ま
す
。 
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木
津
の
六
地
蔵
磨
崖
仏 

 

ま
が
い
ぶ
つ れ

き
が
ん
し
つ 

あ 

お 

け
ん
が
い 

参
考
：
『
神
戸
市
文
化
財
調
査
報
告
書 

平
成
10
年
度

指
定
』
『
美
嚢
野
通
信
』
第
三
号
ほ
か 

 

＊ ＊
天
は
年
と
同
じ 



東
遊
園
地
１
５
０
周
年
記
念
ブ
ッ
ク 

記

憶
を
、
続
け
て
い
く
。
（
一
般
社
団
法
人

リ
バ
ブ
ル
シ
テ
ィ 

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
） 

居
留
外
国
人
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
散

歩
が
で
き
る
公
園
の
設
置
を
要
望
し
て

開
か
れ
た
東
遊
園
地
は
、
二
〇
二
五
年

に
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。
本
書
は
そ

の
記
念
と
し
て
編
ま
れ
た
冊
子
で
あ
る
。

東
遊
園
地
は
、
用
途
だ
け
で
な
く
、
施

設
や
区
画
も
変
え
な
が
ら
歩
み
を
重
ね
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
は
鎮
魂
・
祈

り
の
場
と
し
て
も
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。

市
民
有
志
に
よ
る
社
会
実
験
を
経
て
、

「
み
ん
な
が
育
て
る
場
所
」
と
し
て
二

〇
二
三
年
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
。 豊

富
な
写
真
で
今
昔
を
振
り
返
る
だ

け
で
な
く
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
東
遊
園

地
に
足
を
運
び
た
く
な
る
一
冊
。 

 

          

運
命
ま
か
せ 

横
尾
忠
則
（
新
潮
社
） 

今
年
九
〇
歳
を
迎
え
る
現
代
美
術
家

の
半
生
を
綴
る
連
載
エ
ッ
セ
イ
集
。
老

い
に
よ
る
運
動
機
能
の
衰
え
や
難
聴
・

視
力
低
下
を
「
面
白
い
！
」
と
受
け
入

れ
、
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
創
作

を
続
け
る
。 

若
き
日
の
出
来
事
と
し
て
、
元
町
通

り
の
喫
茶
店
で
催
し
た
グ
ル
ー
プ
展
が

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
に
留
ま
り
、
神
戸
新

聞
社
に
採
用
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
こ
と
や
、
三
宮
駅
前
の
神
戸
新
聞
会

館
内
に
勤
め
て
い
た
妻
と
の
馴
れ
初
め

な
ど
、
神
戸
で
過
ご
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

松
本
隆
と
風
街
さ
ん
ぽ 

辛
島
い
づ
み

（
文
藝
春
秋
） 

昭
和
を
代
表
す
る
作
詞
家
・
松
本
隆

の
ゆ
か
り
の
場
所
を
め
ぐ
る
一
冊
。
著

者
が
松
本
と
と
も
に
東
京
や
神
戸
、
伊

香
保
、
京
都
な
ど
を
訪
れ
、
思
い
出
話

や
楽
曲
制
作
秘
話
を
聞
き
と
っ
た
。 

海
と
港
と
山
が
あ
る
神
戸
に
惹
か
れ

て
移
住
し
、
現
在
は
京
都
と
の
二
拠
点

生
活
を
送
る
。
元
町
や
御
影
の
馴
染
み

の
店
や
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
シ
ン
ボ
ル

ア
ー
チ
改
修
時
に
松
本
の
詞
が
刻
ま
れ

た
経
緯
な
ど
、
「
神
戸
の
友
だ
ち
」
と

の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。 

筒
井
康
隆
エ
ッ
セ
イ
集
成
２ 

記
憶
の
断

片 

筒
井
康
隆
著 

日
下
三
蔵
編
（
早
川

書
房
） 昭

和
期
に
発
表
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
の

中
で
、
単
行
本
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の

を
中
心
に
収
録
し
た
選
集
。「
神
戸
の
文

化
」
の
章
に
は
、
神
戸
に
引
越
し
よ
う

と
思
い
立
っ
た
頃
の
こ
と
や
、
一
九
七

二
年
に
垂
水
区
へ
転
居
し
て
か
ら
書
か

れ
た
エ
ッ
セ
イ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

垂
水
の
自
宅
の
周
辺
を
は
じ
め
、
ト

ア
ロ
ー
ド
や
三
宮
高
架
商
店
街
、
行
き

つ
け
の
飲
食
店
、
神
戸
ま
つ
り
な
ど
に

つ
い
て
縦
横
無
尽
に
語
る
文
章
か
ら
は

神
戸
に
住
む
喜
び
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
。 

 

コ
ビ
ト
カ
バ
ま
る
ご
と
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

神
戸

ど
う
ぶ
つ
王
国
監
修
（
辰
巳
出
版
） 

コ
ビ
ト
カ
バ
は
ア
フ
リ
カ
に
生
息
す

る
哺
乳
類
で
、
国
内
の
飼
育
例
も
少
な

い
。
普
段
は
単
独
で
生
活
す
る
た
め
、

繁
殖
す
る
際
は
発
情
後
の
数
日
の
み
同

居
さ
せ
る
。
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国
で
は

繁
殖
の
取
り
組
み
が
成
功
し
、
待
望
の

赤
ち
ゃ
ん
「
ウ
タ
」
が
生
ま
れ
た
。
ウ

タ
の
誕
生
秘
話
と
成
長
の
様
子
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。 

白
い
汗
の
秘
密
や
謎
の
耳
毛
、
短
い

尻
尾
な
ど
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
い

コ
ビ
ト
カ
バ
の
世
界
を
味
わ
え
る
。 

即
興
が
つ
な
ぐ
未
来 

音
楽
と
社
会
の
狭

間
で
お
っ
と
っ
と 

音
遊
び
の
会
（
岩
波

書
店
） 二

〇
〇
五
年
九
月
に
神
戸
大
学
大
学

院
の
学
生
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
「
音

遊
び
の
会
」
は
、
知
的
な
障
害
の
あ
る

人
や
音
楽
家
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
即

興
演
奏
を
中
心
と
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
集
団
。
本

書
は
、
音
遊
び
の
会
に
関
わ
る
人
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
語
っ
た
二
〇
年
の

軌
跡
で
あ
る
。 

楽
譜
も
打
ち
合
わ
せ
も
な
く
、
そ
の

場
で
生
ま
れ
る
音
楽
と
、
互
い
の
「
あ

り
の
ま
ま
」
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
は
、

自
分
自
身
や
社
会
を
見
つ
め
直
し
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
。 

           
 

― 新 し く 入 っ た 本 ― 

い 

か 

ほ 



わ
た
し
た
ち
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災 

語
り
部KOBE1995

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版

セ
ン
タ
ー
） 

語
り
部KOBE1995

は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
経
験
を
語
り
継
い
で
き
た
市

民
団
体
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
結
成

し
、
現
在
は
八
〇
代
か
ら
震
災
当
日
生

ま
れ
の
三
〇
代
ま
で
の
多
彩
な
メ
ン

バ
ー
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。 

本
書
は
二
部
構
成
か
ら
な
り
、
第
一

部
は
語
り
部
メ
ン
バ
ー
の
震
災
経
験
を

手
記
の
形
で
ま
と
め
て
い
る
。
第
二
部

で
は
そ
の
経
験
を
元
に
、
震
災
後
に
生

ま
れ
た
若
い
世
代
が
制
作
し
た
防
災
教

材
や
学
校
の
授
業
で
の
活
用
方
法
を
紹

介
す
る
。
震
災
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経

ち
、
記
憶
の
風
化
が
進
む
今
こ
そ
読
み

た
い
本
で
あ
る
。 

 

 

          

ス
ロ
ー
・
ア
ー
ス
ク
エ
イ
ク 

大
西
昭
彦

（
月
待
舎
） 

ス
ロ
ー
・
ア
ー
ス
ク
エ
イ
ク
と
は
、

直
訳
す
る
と
「
緩
や
か
な
地
震
」
と
な

り
、
体
感
で
き
な
い
ほ
ど
小
さ
な
揺
れ

に
よ
っ
て
数
日
か
ら
数
週
間
か
け
て
断

層
が
ず
れ
て
い
く
現
象
を
指
す
。 

本
書
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

三
〇
年
の
間
に
、
静
か
に
変
化
し
た
神

戸
の
町
の
こ
と
や
、
震
災
を
体
験
し
た

人
々
が
受
け
止
め
て
い
る
「
終
わ
り
の

見
え
な
い
揺
れ
」
の
よ
う
な
記
憶
の
変

化
の
こ
と
を
、
ス
ロ
ー
・
ア
ー
ス
ク
エ

イ
ク
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
詩
人
で
も
あ
る

著
者
が
、
こ
れ
ま
で
新
聞
や
雑
誌
に
掲

載
し
て
き
た
原
稿
を
ま
と
め
、
新
た
に

書
き
下
ろ
し
も
加
え
た
一
冊
。 

   

そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

古
墳
時
代
の
播
磨 

播
磨
学
研
究
所
編

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
関
西
の
前
衛 

都
市
・
美

術
・
近
代
美
術
館 

山
野
英
嗣
（
東
信
堂
） 

橋
閒
石
の
百
句 

ア
ポ
ロ
と
デ
ィ
オ
ニ
ソ

ス 

赤
松
勝
（
ふ
ら
ん
す
堂
） 

 

                   

          

 

                              

神戸  その㊱  
あんな人こんな人 

― 新 し く 入 っ た 本 ― 

福澤 諭吉 ふくざわ・ゆきち  

天保5年(1835) ～ 明治34年(1901)  

【参考】成田謙吉「福沢諭吉と神戸」（「神戸の歴史」5号, 1981）, 「道中日記」『福沢諭吉全集』第19巻（岩波書店,1962）,『歴程90年』

（兵庫県立神戸商業高等学校，1968）ほか     ＊1 現在の大分県 ＊2 松田裕之『港都神戸を造った男』（風詠社, 2017）p129に掲載 

旧一万円札の肖像として広く知られる福澤諭吉ですが、神戸とも様々な関わりがありました。 

福澤は豊前中津藩＊1の下級武士の子として、大阪にあった藩の蔵屋敷で生まれました。安政5年

（1858）、藩命により江戸へ赴き、そこで三田藩出身の蘭学者・川本幸民との知己を得ます。この出会い

を通じて、三田藩最後の当主・九鬼隆義との交流が始まりました。廃藩置県後の進路に悩む九鬼に、福澤

は商業への転身を勧めました。福澤を相談役とした九鬼は、白洲退蔵や小寺泰次郎ら旧藩士とともに神戸

へ進出し、貿易会社「志摩三商会」を設立します。また、旧藩士らは将来性のある神戸の土地を取得し、

地価上昇とともに大きな利益を得ました。神戸地方法務局に保管されている明治初期の地図＊2には、下山

手通の志摩三商会の区画のすぐ近くに、福澤自身の名も記されています。福澤は九鬼へ手紙で助言を行う

だけでなく、招かれて三田を訪問し、その足で有馬温泉にも向かいました。有馬温泉では「湯は至てぬる

く、我輩には得意なり」と友人に書き送っています。 

また、福澤は神戸の教育にも力を貸しました。兵庫県権令・森岡昌純から商業教育機関

設立への協力を依頼されると快く応じ、慶應義塾から教師を派遣します。これにより明治

11年（1878）、商法講習所（現・一橋大学）に次ぐ全国で2番目の商業教育機関・神戸商業

講習所（現・兵庫県立神戸商業高等学校）が北長狭通4丁目に開校しました。 

明治22年（1889）には家族を伴って上方見物に訪れ、神戸では湊川神社、布引の滝、生

田神社、清盛塚、和田岬から須磨、舞子まで足を延ばしました。須磨寺で「青葉の笛」を

見たことなど、その旅の様子は「道中日記」に記されています。 

兵庫県立神戸商業学校 
(神戸商業講習所の後身) 
発祥地碑 JR元町駅北側 

ぶ ぜ ん  なか つ  

 かわもとこうみん 

く き たかよし 

しらす たいぞう こでら たいじろう 

し ま さ ん  

ごんれい まさずみ 



ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
113 

 

丸
山
衝
上
断
層
（
丸
山
断
層
） 

 六
甲
山
地
に
は
大
阪
湾
に
か
け
て
諏
訪

山
断
層
や
甲
陽
断
層
な
ど
多
く
の
断
層
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
断
層
と
は
、
地
層
や

岩
石
の
割
れ
目
を
境
に
そ
の
両
側
が
ず
れ

た
も
の
で
、
主
に
三
種
類
あ
り
ま
す
。
断

層
面
に
対
し
て
新
し
い
地
層
が
古
い
地
層

の
上
に
く
る
断
層
を
正
断
層
、
そ
の
反
対

に
古
い
地
層
が
新
し
い
地
層
の
上
に
く
る

断
層
を
逆
断
層
と
呼
び
ま
す
。
ま
た
、
断

層
面
が
水
平
方
向
に
ず
れ
る
断
層
は
横
ず

れ
断
層
と
呼
ば
れ
ま
す
。
正
断
層
は
左
右

に
引
っ
張
る
力
、
逆
断
層
は
左
右
か
ら
の

押
す
力
、
横
ず
れ
断
層
は
斜
め
横
か
ら
の

力
が
加
わ
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
ま
す
。 

     

長
田
区
に
あ
る
「
丸
山
衝
上
断
層
（
丸

山
断
層
）」
は
、
中
生
代
白
亜
紀
後
期
に
で

き
た
基
盤
の
布
引
花
こ
う
閃
緑
岩
が
そ
れ

よ
り
も
後
に
で
き
た
神
戸
層
群
の
上
に
衝

き
上
げ
て
い
る
逆
断
層
で
す
。
こ
の
断
層

は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

神
戸
層
群
と
は
主
に
神
戸
市
西
部
や
三

田
、
淡
路
北
部
に
広
く
分
布
し
て
い
る
地

層
で
、
保
存
の
よ
い
植
物
化
石
を
多
く
含

む
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
主
に
砂
岩
・
礫

岩
・
泥
岩
・
凝
灰
岩
な
ど
か
ら
で
き
て
い

る
た
め
、
風
化
に
伴
っ
て
劣
化
し
や
す
い

と
い
う
特
徴
を
持
ち
ま
す
。
一
九
八
五
年

頃
ま
で
、
神
戸
層
群
の
年
代
は
、
約
一
五

〇
〇
万
年
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、
も
っ
と

昔
の
約
三
八
〇
〇
万
年
前
か
ら
約
三
一
〇

〇
万
年
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

丸
山
衝
上
断
層
は
、
昭
和
七
年
（
一
九

三
二
）
に
京
都
帝
国
大
学
で
当
時
六
甲
の

地
質
を
調
査
し
て
い
た
上
治
寅
次
郎
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
昭
和
十
年
（
一
九
三

五
）
に
同
大
学
の
中
村
新
太
郎
に
よ
り
命

名
さ
れ
ま
し
た
。『
兵
庫
縣
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
調
査
報
告
第
十
四
輯
』（
昭
和
十
四

年
）
で
は
、
丸
山
盆
地
の
東
に
あ
る
数
箇

所
の
断
層
の
露
出
を
丸
山
衝
上
断
層
と
呼

び
、
門
ノ
脇
断
層
、
口
一
里
山
断
層
な
ど

場
所
ご
と
に
便
宜
的
な
名
称
を
つ
け
て
記

録
し
て
い
ま
す
。 

門
ノ
脇
断
層
（
現
・
神
戸
市
長
田
区
明

泉
寺
町
）
に
は
、
断
層
面
が
わ
か
る
露
出

（
露
頭
）
が
あ
り
、
断
層
の
説
明
板
が

立
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
現
在
は
、

崖
崩
れ
の
危
険
か
ら
補
強
工
事
が
さ
れ
て

お
り
、
露
頭
全
体
が
フ
ェ
ン
ス
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
花
こ
う
閃
緑
岩

と
神
戸
層
群
の
境
界
は
確
認
で
き
る
た
め
、

逆
断
層
の
構
造
を
は
っ
き
り
と
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

       

丸
山
衝
上
断
層
が
学
術
的
に
重
要
と
評

価
さ
れ
た
点
は
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
衝
上
断
層
で
あ
る
点
で
す
。

衝
上
断
層
と
は
、
断
層
面
の
傾
斜
が
四
五

度
以
下
の
緩
い
角
度
の
逆
断
層
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
丸
山
衝
上
断
層
の
傾
斜
は
二

五
か
ら
五
〇
度
程
度
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
各
地
に
衝
上
断
層
が
存
在

し
ま
す
が
、
当
時
は
日
本
で
最
初
の
衝
上

断
層
の
発
見
と
し
て
学
会
で
報
告
さ
れ
、

関
心
を
集
め
ま
し
た
。 

 
二
つ
目
は
、
六
甲
山
の
構
造
を
示
す
と

同
時
に
、
大
阪
湾
の
陥
没
が
六
甲
山
の
隆

起
と
相
関
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で

す
。
丸
山
衝
上
断
層
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、

六
甲
山
は
ま
わ
り
の
山
地
が
陥
没
し
た
結

果
、
残
っ
た
高
地
で
あ
る
と
解
釈
す
る
地

塁
説
が
有
力
で
し
た
。
し
か
し
、
逆
断
層

で
あ
る
丸
山
衝
上
断
層
の
発
見
に
よ
り
、

六
甲
山
は
長
期
間
に
わ
た
り
地
殻
に
東
西

か
ら
の
強
い
圧
力
が
加
わ
っ
た
結
果
、
大

阪
湾
の
陥
没
に
伴
い
、
隆
起
し
て
で
き
た

場
所
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
後
者
の
説
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
断
層

が
発
見
さ
れ
た
当
時
は
衝
撃
の
あ
ま
り
、

六
甲
山
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か

に
つ
い
て
夜
通
し
議
論
が
行
わ
れ
た
そ
う

で
す
。 

         

 

丸
山
衝
上
断
層
は
、
い
ま
も
見
に
行
く

こ
と
の
で
き
る
市
の
唯
一
の
天
然
記
念
物

と
し
て
、
ま
た
、
六
甲
山
の
成
り
立
ち
を

物
語
る
確
か
な
証
拠
と
し
て
、
静
か
に
存

在
し
続
け
て
い
ま
す
。 
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